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４．議 題 

 （１）水産資源の状況について 

（２）日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復計画の実施状況について 

 （３）資源回復計画（府県作成）の進捗状況について 

①魚種別資源回復計画の実施状況について 

②包括的資源回復計画の検討状況について 

 （４）沖合漁場整備（フロンティア漁場整備）事業について 

（５）その他 

 

 

 

 

 

 

 

５．議事内容 

 

 

開     会 

 

○事務局（杉原） ただいまから日本海・九州西広域漁業調整委員会の第 14 回日本海西部

会を開催させていただきます。委員の皆様を初め来賓の方々におかれましては、お忙しい

中を御出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

本日は委員の欠席はございませんので、部会事務規程第５条の規定に基づきまして、本

部会は成立していることを御報告いたします。 

なお、島根県かにかご漁業組合の西野正人組合長にも、参考人として前回の部会に引き

続きまして御出席いただいておりますので、あわせて御報告いたします。 

 それでは吉岡部会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

 



部会長あいさつ 

 

○吉岡部会長 皆様、おはようございます。本日は年度末の大変お忙しいところ、委員の

皆様方、そして来賓の皆様方に御出席いただきまして、厚くお礼を申し上げる次第でござ

います。 

 水産業界におきましても大変な事態を迎えておるわけでございまして、今朝ほどの新聞

等によりますと、株価が１万 2,400～2,500 円、そして円が 100 円を切るような、十数年

ぶりの状態のようでございます。特に一番依存しております原油価格におきましても、110

ドルに近い状況が続いておるわけでございまして、各浜は大変な状況ではなかろうかと思

っておるわけでございます。  

いずれにいたしましても、冷え切った水産業界を立て直していただくためには、委員の

皆様方、特に水産庁の皆様方のいろんなお知恵、そして御協力をいただかなければ、到底

無理ではなかろうかと思っておるわけでございます。 

 本日は、昨年８月に開催をいたしました前回の部会におきまして、「フロンティア漁場整

備事業の計画策定」につきましては、審議の上了承したところでございます。 

本日の部会におきましては、５つの議題を用意しておるわけでございまして、まず最初

に「資源回復計画対象魚種の資源状況」、「日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復

計画の実施状況」、そしてまた「各府県の資源回復計画の進捗状況」、最後に「フロンティ

ア漁場整備事業の進捗状況」について御説明を受けることにいたしておりますので、委員

の皆様方、どうかひとつよろしくお願いをいたしたいと思うわけでございます。 

 早朝から皆様方、大変御苦労さまでございます。 

 

水産庁あいさつ 

 

○吉岡部会長 さて本日の部会でございますが、水産庁から山下資源管理部長、木實谷管

理課長他多数の方々が御出席をしていただいておるわけでございまして、会議に先立ちま

して、水産庁の山下資源管理部長にごあいさつをいただきたいと思います。 

○山下資源管理部長 おはようございます。水産庁資源管理部長の山下でございます。日

本海・九州西広域漁業調整委員会第 14 回日本海西部会が開催されるに当たりまして、一言

ごあいさつ申し上げます。 

 



 まずは、この年度末の大変お忙しい時期に、委員の皆様方におかれましては御出席を賜

りまして、誠にありがとうございます。深く感謝申し上げる次第でございます。 

 さて、ただいま吉岡部会長からもお話しございましたとおり、日本の漁業を取り巻く情

勢は、依然として大変厳しいものがございます。水産資源の状況につきましても、全く厳

しい状況にあることに変わりはございません。 

 また、こうしたことに加えまして、今、部会長のお話のとおり、燃油価格の大変な高騰

ということで厳しい状況でございます。燃油価格の高騰に対応いたしまして、平成 19 年度

補正予算が手当てされまして、100 億円を超える対策予算を講じておるところでございま

す。皆様方におかれましては、ぜひこの補正予算を御活用いただきまして、燃油高騰に向

けて対応していただくということを、ぜひともよろしくお願いをしたいと思います。 

 それからまた本部会の関係では、ここ数年、毎年大型クラゲが来遊しておりまして、漁

業に大変大きな影響を与えているところでございます。昨年は一昨年に比べまして若干少

なかったと聞いておりますけども、また今年の夏以降どうなるか、大変心配な状況である

ことに変わりはないものであります。 

 それから日本海の海域におきましても、水温が平年よりも高い状況が続いていると聞い

ておりまして、漁獲される魚の種類が変わったり、あるいは漁期が変わったり、いろんな

影響を受けていると聞いているところでございます。 

 さらに、日本海西部会の関係する海では、韓国漁船が大変大きな問題でございます。九

州のほうになりますけども、昨日も韓国の延縄漁船が１隻、水産庁の取締船が違反を摘発

したところでございます。今年１月以来、既に韓国漁船７隻の違反を摘発することになっ

ておりまして、昨年は１年間で韓国船の違反を８隻摘発しておりますので、今年は大変な

ハイペースで今、違反の摘発をしているところでございます。 

 このように、韓国漁船に対する取り締まりは関係都道府県の皆さん、あるいは漁業者の

皆さんの情報をいただきながら、またさらには海上保安庁との連携を密にいたしまして、

取り締まりの強化に向けて頑張っているところでございます。 

 それからまた、日本海側には暫定水域がございまして、ここでの資源管理問題は依然と

して大変問題であるわけでございます。この１年間、本日の部会の部会長でいらっしゃい

ます吉岡委員、それから本日参考人で御出席の西野会長に先頭に立っていただきまして、

韓国側と折衝をしていただいておるところでございます。 

 この結果、一昨年まで協定ができてから６年間、ほとんど変化のなかった暫定水域に、

 



ようやく変化の兆しが見えてきているという状況でございます。私どもも全精力を傾注し

まして韓国側と折衝をするわけでございますし、また今申し上げました民間協議のほうに

も全精力を費やして、支援、助言をさせていただきながら、何とか大きな変化を見出すべ

く、努力をしているところでございます。 

 一挙に大幅な前進、大きな解決はなかなかできない状況ではございますが、こういった

変化の兆しが見えているということで、もう一押し、二押ししてまいりたいと考えている

ところでございます。 

 こういったさまざまな情勢の中で、資源回復計画に基づきます取り組みを推進していく

ということは、資源の維持・回復だけではなくて、活力ある漁業構造の確立のためにも、

ますます重要になってきているところでございます。 

 本日の部会では、今、御紹介ございましたとおり、日本海西部あかがれい（ずわいがに）

資源回復計画が実施中でございますが、資源状況も徐々に改善されつつあると聞いており

まして、今年度より開始されますフロンティア漁場整備事業の実施により、一層資源回復

が期待されておるところでございます。 

 このように、資源回復計画の取り組みの結果、資源の回復が見られてまいりますと、漁

船の１回操業当たりの漁獲量も、当然上向いてくることが期待されるわけでございまして、

そういったことが実現してまいりますと、燃油高騰の折から一つの助けにもなるというこ

とでございますので、ぜひとも資源回復の取り組みに一層推進を図っていただき、資源が

今後さらに豊かさを取り戻すように、本日の会議で御審議、御検討を活発にお願いしたい

と思う次第でございます。 

 甚だ簡単ではございますが、開会に当たりましてあいさつにかえる次第でございます。

本日はよろしくお願いいたします。 

○吉岡部会長 ありがとうございました。 

 

資料の確認 

 

○吉岡部会長 議題に入ります前に、お配りをいたしております資料の確認を、事務局か

らお願いいたします。 

○事務局（杉原） それでは、配付資料を確認させていただきます。 

 まず初めに本日の議事次第、委員名簿、出席者名簿、配席図、その後説明資料になりま

 



すけども、右肩に資料番号が振っておりますが、資料１「資源評価対象種の資源状況」、資

料２「日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復計画の実施状況」、資料３－１「魚種

別資源回復計画の実施状況」、３－２「包括的資源回復計画の検討状況」、３－３はカラー

刷りで「魚種別資源回復計画の概略」です。それから最後に資料４といたしまして「国が

整備する保護育成礁の利用のあり方に関する話し合いについて」。 

 以上でございますが、不足等ございましたら事務局までお知らせください。よろしいで

しょうか。 

 説明の途中でも資料に落丁等があれば、その都度お手数ですが事務局にお申しつけいた

だければと思います。 

 それでは部会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

議事録署名人の選任 

 

○吉岡部会長 それでは議事を進めてまいりますけれども、初めに、後ほどまとめられま

す本部会の議事録の署名人選出をする要があるわけでございます。これにつきましては部

会事務規程第 11 条によりまして、部会長から２名以上を指名することになっておるわけで

ございますので、まことに僣越ではございますけれども、私のほうから指名をさせていた

だきたいと思います。 

 今回の部会議事録署名人といたしまして、海区漁業調整委員会互選委員のほうから佐々

木新一郎委員、大臣選任委員のほうからは宮本政昭委員のお二方にお願いいたします。ど

うぞよろしくお願いをいたします。 

 

議     題 

 

（１）水産資源の状況について 

 

○吉岡部会長 それでは早速議題に入ります。議題（１）「水産資源の状況について」です

が、独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究所の岸田日本海漁業資源部長か

ら御説明をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○水研センター（岸田部長） それではよろしくお願いいたします。 

 



 資料１を１枚めくっていただきまして、アカガレイから説明をさせていただきます。ア

カガレイにつきましては、分布域は地図にございますピンク色に塗ってあるところで、日

本海固有水と言われます深層水の影響を受けている水域でありまして、具体的には 200ｍ

より深いところに分布しております。 

 生物学的特徴はそこに書いてございますが、産卵期・産卵場としては２月から４月に水

深 180～200ｍで、分布域の中では一番浅いほうですが、そこで産卵いたします。主な産卵

場は佐渡の北方、経ヶ岬西部、隠岐諸島東側など各地の沖合に局所的に産卵場が存在いた

します。 

 漁業の特徴ですが、日本海のアカガレイの 90％以上は沖合底びき網、または小型底びき

網で漁獲されています。残りは刺し網による漁獲です。底びき網漁業はアカガレイの季節

的な移動に合わせて、分布域全体で行われております。 

 漁獲の動向ですが、次のページのグラフの左のほうをごらんください。漁獲量の把握可

能な 1991 年以降の石川県以西のグラフ（青色）を見ますと、1992 年に約 2,000ｔと最低を

記録した後 1995 年まで増加しまして、その後は 3,000ｔ台で安定していました。近年は卓

越年級の加入により増加傾向にありまして、2006 年は過去 15 年間で最高の約 3,900ｔでし

た。 

 富山県以北はオレンジ色の部分ですけれども、ここにつきましては近年漸減傾向が認め

られまして、2006 年は 308ｔでした。日本海全体では、2006 年は約 4,200ｔの漁獲量でし

た。 

 資源評価方法といたしましては、漁獲量、沖合底びき網の統計値から資源密度指数を算

出いたしまして、その推移、それから日本海西部海域で行っております着底トロールの結

果から評価をいたしました。 

 資源状態ですが、日本海西部海域における沖合底びき網の海域別資源密度指数を見ます

と、下の折れ線グラフは海域別に資源密度指数の変化を示してありますが、近年は各海域

とも最低値の２倍以上の値を示しておりまして、2006 年は若狭湾を除き、資源密度指数は

過去 20 年間では上位に入る数値を示しております。ただ、すべての海域で 1980 年代前半

の、高かった水準までには達しておりません。 

 2007 年着底トロール調査結果を見ますと、雌の親魚量及びこれから産卵親魚となる雌の

量は前年より増加していました。これについては、１枚前の地図の横に棒グラフがござい

ますが、これが 2007 年の私どものほうで実施したトロール調査で採取されたアカガレイの

 



体長組成を示しております。 

 また、生育場における幼魚の着底状況も良好でした。ただ、富山県以北の北部につきま

しては、沖底資源密度指数が過去最低となりまして、漁獲量も減少していることから、資

源状態の悪化が考えられました。ということで、日本海系群全体といたしましては資源水

準は中位、それから傾向としては増加傾向というふうに判断されました。 

 次に２枚めくっていただきまして、ズワイガニの御説明をいたします。ズワイガニも分

布域としてはアカガレイと同じように、そこにありますが水深 200～500ｍを中心とした水

深帯に分布しています。 

 生物学的特性ですが、寿命は 10 年以上生きますが、詳しいことはわかっておりません。

それから、成熟開始年齢が脱皮の回数でいきますと雄が９齢目、雌が 11 齢目です。産卵期・

産卵場ですが、初産の雌は６月から７月に水深 225ｍ前後、２回目以降の経産ガニの雌は

２月から３月に水深 250ｍ前後のところで産卵を行います。 

 漁業の特徴ですが、日本海ではほとんどが沖合底びき網、かけ回しによって漁獲されて

います。沖合底びき網以外では、かにかご、刺し網や板びき網によっても漁獲されます。 

 富山県以西のＡ海域と新潟県以北のＢ海域では、異なる漁獲規制が行われております。

省令による漁期その他に関しては皆さんよく御承知のとおりですので、説明を省略させて

いただきます。 

 漁獲の動向ですが、1970 年にはＡ海域とＢ海域の漁獲量を合わせると１万 5,000ｔを超

えておりましたが、1990 年代初めには 2,000ｔを切るまでに減少しました。その後増加傾

向を示しまして、2006 年の漁獲量は概数値ですが 5,106ｔでした。 

 漁獲量の図は次のページの一番上にありますが、朝鮮半島東岸の韓国二百海里内と、日

韓の暫定水域内でズワイガニの雄を漁獲しておりまして、それを海域分けはできないです

けども、両方合わせた値が黄色い折れ線で示してありますが、近年急増している様子がわ

かります。 

 資源評価法ですが、富山県以西のＡ海域ではトロール調査、新潟県以北のＢ海域ではか

にかご調査により、面積密度法という手法で資源量を推定しております。加えまして、中

長期的な資源動向の判断のために、Ａ海域では沖合底びき網、Ｂ海域では沖合底びき網に

加えて小型底びき網の漁獲統計を用いまして資源密度指数を求めて、これらから総合的に

評価いたしました。 

 資源状態ですけれども、富山県以西のＡ海域では近年高い水準の年級群が連続して隠岐

 



島付近の海域を中心に加入しておりまして、資源量が増大、漁獲量も増加傾向を示してい

ます。 

 漁獲努力量は海域によって偏りがあるものの、全体としては低下していまして、近年の

加入量が継続すれば、さらに資源量が増加すると考えられます。ということで資源水準は

中位、動向としては増加傾向にあると考えられます。 

 下の折れ線グラフで、Ａ海域の雌の資源密度指数の変化、Ａ海域の雄の資源密度指数の

変化、それからＢ海域の雄、雌の資源密度指数を示してあります。Ｂ海域では漁獲量は低

い水準ですが、資源密度指数などの指標値は比較的高い水準にありまして、近年の漁獲努

力量は低い水準にあると判断されまして、資源水準としては中位水準、動向としては横ば

い傾向というふうに判断されました。 

 以上でございます。 

○吉岡部会長 どうもありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、御質問等ございましたら承りたいと思いますが、いかが

でございましょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 それでは別段ないようでございますので、次に進ませていただきたいと思います。 

 

（２）日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復計画の実施状況について 

 

○吉岡部会長 次は、「日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復計画の実施状況につ

いて」を説明させていただきます。 

○事務局（上田） 境港漁業調整事務所で資源管理を担当しております上田です。よろし

くお願いします。お手元の資料２に基づいて、説明させていただきます。 

 「日本海西部あかがれい（ずわいがに）資源回復計画の実施状況」ということで、まず

１．漁業者協議会等の開催実績（平成２０年２月末日まで）となっております。石川、福

井、京都の各府県とも順調に推移しております。そして兵庫、鳥取、島根の３県について

は、海域の焦点はアカガレイ及びズワイガニを守るためのフロンティア魚礁です。３県及

び国が行う大型魚礁の設置ですけれども、これに焦点が当たっており、またその利用に関

する方針の検討が数回なされております。 

 めくっていただいて、２．漁獲努力量削減措置及び漁場環境保全措置の実施状況です。

 



大体、漁獲努力量削減措置といいますと保護区の設定、保護礁の設置、小型魚混獲回避の

ための改良漁具導入、そして休漁、減船となっております。このうち保護礁のところが、

先ほど話に出ましたフロンティア魚礁にかかわってきます。 

石川県は、特段目立ったところはありませんが、平成 17 年度に沖底１隻減船実施済み。 

 福井県も順調に進んでおります。小型魚混獲回避のための改良網を、16 年度で導入済み

です。 

 そして京都府も、小型魚混獲回避のための改良漁具を 17 年度で導入済みです。 

 兵庫と次のページの鳥取、島根は、それぞれ保護区の設定ですとか保護礁の設置、それ

から小型魚の保護をやっておりますが、今後のフロンティア魚礁の設置に焦点が当たって

いくものと思われます。 

 次の（２）漁場環境保全措置ですが、それぞれ各県とも海底耕耘・海底清掃、福井、京

都、島根とやっておりますが、これ以外に日韓基金の運用による沖底ないし、かにかごと

いった漁船によって、海底清掃及び海底耕耘が実施されております。 

 めくっていただいて、資源回復の進捗状況です。今まで述べましたとおり、海域、それ

から取り組み等順調に行われており、関係者の努力により、着実に資源が戻ってきている

ように見えるという状況です。下表のとおり年変動はあるものの、漁獲量の回復傾向が認

められる状況です。 

 そして、この事業は平成 23 年度までとなっておりますが、これの継続、23 年度以降の

取り組みについて、今後の検討を開始しておく必要があるのではないかと考えております。 

 参考までですがその下に表にありますが、先ほど岸田部長から説明がありましたとおり、

アカガレイは中位水準にあり増加傾向の資源でありますが、その下にさらに参考がありま

して、開始当初 2,935ｔだったのがじわじわと増えてきて、平成 16 年には 3,422ｔ。目標

漁獲量が平成 23 年度までに 3,229ｔを達成しようということですから、平成 16 年度の段

階で既に達成しています。そして、その後も順調に増えているという状況です。それはこ

の下のグラフを見ていただいても、視覚的にわかるとおりです。 

 しかしながら、順調に増えているとはいうものの最近の海の状態、つまり漁獲量は増え

ているけれども、例えば魚体サイズにばらつきがあるとか、えさが少ないがゆえにやせて

いるといったような現象も、部分的に見えてきているわけです。したがって、全体の量が

増えたからといって、決して楽観はできない状況であると考えております。したがって、

今後、量だけではなくて中身の部分もフォローしながら、この事業を進めていく必要があ

 



ると考えております。 

 以上です。 

○吉岡部会長 説明が終わりましたけれども、皆様方のほうで御質問がございましたら承

りたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 ございませんか。 

 ないようでございますので、次に移りたいと思います。 

 

（３）資源回復計画（府県作成）の進捗状況について 

          ①魚種別資源回復計画の実施状況について 

          ②包括的資源回復計画の検討状況について 

 

○吉岡部会長 （３）「資源回復計画の進捗状況について」ということで、議題（３）の①、

②を一括して進めさせていただきたいと思います。「魚種別及び包括的資源回復計画の検討

状況について」、事務局から御説明をお願いいたします。 

○事務局（上田） それでは、資料３に基づいて説明させていただきます。 

 先ほど説明したのは広域で、国が計画を立てたものですが、次は県単の資源回復計画の

状況です。 

 石川県ヒラメ・沿岸性カレイ類資源回復計画が、平成 19 年４月 27 日に公表されており

ます。その中身といたしましては、放流計画について、それから漁獲努力量削減について、

これは 25cm 未満のヒラメを再放流することにしております。 

 ２．資源回復のために講じる措置の実施状況です。石川県は先ほど検討のところで挙が

っておりましたが、ヒラメ全長 25cm 未満の再放流を実施中です。これは底びき網、刺し網、

定置網、ごち網が対象です。そしてもう一つ、改良型ごち網、漁獲効率の高いごち網の使

用禁止を７，８月実施中であります。 

 そして、さらに資源の積極的培養については、平成 19 年度で 29 万 2,000 尾放流してお

るということです。 

 引き続きまして、もう一つの資源回復計画の包括的資源回復計画の検討状況についてお

知らせいたします。資料３－２をご覧ください。底びきと定置網、沖底、小底の大体３漁

業種類で包括的資源回復計画は検討されております。 

 そして石川県、京都府は底びきと定置網の協議会ですけれども、右に書いてあるように

 



きめ細かく検討が進んでおります。 

 特に石川県については、定置網において新たな小型魚保護への取り組みについて議論が

なされているほか、京都府においては先ほどあかがれい（ずわいがに）の資源回復計画の

中でも議論されましたけども、改良網を用いて漁獲されたアカガレイの鮮度についても議

論されるようになりました。つまり、これまではいかに小さいものを獲らないか、そして

何とか資源を回復させるかというところから一歩進んで、鮮度ですとか流通といった方向

に、これから動いていくことが期待されます。これは全般に言えることですね。 

 そして島根県は小型底びき網について、取り組みの検討を進めております。 

 次のページで検討状況です。これも既にお話しいたしましたとおり、石川県については

底びき網では改良漁具、アマエビ対象の操業調整等が検討されております。そして定置網

は、魚捕り部の目合い拡大といった漁具改良です。 

 京都府、底びきについては改良網の導入、それからコッドエンドの目合い拡大、休漁日

の設定。そして定置網では、魚捕り部の目合い拡大及び重要魚種の幼魚・稚魚の再放流が

検討されております。 

 最後に島根県の小型底びきについては、これも改良漁具の導入、そして体長制限及び網

目拡大が検討されて現在に至っております。 

 特に石川、京都については小底だけじゃなくて沖底も入っておりますが、これは沖底と

小底が同一資源をめぐって操業しているため不可分の関係にあるということで、合同協議

をしていると聞いております。 

 以上です。 

○吉岡部会長 どうもありがとうございました。 

 ただいま「各府県におきます資源回復計画の進捗状況」について報告があったわけでご

ざいますが、御質問ございましたら承りたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 それでは、御意見、御質問はないようでございますので、次に進ませていただきたいと

思います。 

 

 

 

 

 



（４）沖合漁場整備（フロンティア漁場整備）事業について 

 

○吉岡部会長 次は、「沖合漁場整備（フロンティア漁場整備）事業について」の説明をさ

せていただきたいと思います。 

 このフロンティア整備事業におきましては、冒頭もあいさつで申し上げましたように、

前回の部会におきまして審議の上、了承をしていただいたところでございます。本日はこ

の事業の進捗状況について、精力的に各府県を歩かれて説明をされておるわけでございま

すので、事務局のほうから御説明を受けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○岡上席水産土木専門官 水産庁整備課の岡と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 まず、資料４の２枚目をご覧いただきたいと思います。図面を載せてございますが、こ

の事業は御承知のとおり、日本海西部のアカガレイ及びズワイガニの資源回復計画を支援

する事業として考えた事業でございます。 

 具体的には図面にございますように、兵庫、鳥取、島根の３県沖の排他的経済水域にお

きまして 8,400ha、図面では浜田沖、隠岐北方漁場、赤碕沖、但馬沖と記してございます

けれども、この中に延べ約２km×２km 四方の保護礁を 21 地区整備の上、約 8,400ha の保

護礁を整備する計画としてございます。 

 当該計画につきましては昨年８月６日、三番町で開催されました第 13 回日本海西部会に

おきまして御説明させていただきまして、同日開催された第 10 回日本海・九州西広域漁業

調整委員会において計画の同意をいただきました。その後、関係都道府県からの同意、さ

らには手続上公告縦覧などを経まして、昨年９月に特定漁港漁場整備計画として正式に策

定されたところでございます。 

 ところで現在でございますが、来年度から正式に事業着工に入りたいと考えておりまし

て、現在その前段としまして、現地における水深測量、あるいは地質の調査等の準備を行

っているところでございます。 

 あわせましてこれと並行しまして、資料は１ページもとに戻っていただきたいのですが、

保護礁周辺の利用のあり方などをどのようにするかについて、資料にございますような、

関係漁業者間の話し合いの場を持って行っているところでございます。 

 目的は記してあるとおりですが、関係者といたしましては２にございますように、兵庫

県の沖底関係者の方、それから鳥取県の沖底関係者の方、さらには島根県のかにかご関係

者、また浜田沖につきましては一部第５、第６の沿岸に近いところでございますけれども、

 



島根県の小型底びき関係の方に入っていただきまして、話し合いを行っているところでご

ざいます。 

 ３．にございますように、これまで３回打ち合わせを持ちまして、関係漁業者の方の合

意が得られたところから、逐次事業を実施していきたいと考えているところでございます。

今後とも話し合いの場が継続して行われますが、決定されました事項につきましては、本

部会等に御報告していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○吉岡部会長 ただいま漁場整備事業の進捗状況について御説明があったわけでございま

すが、御質問ございましたら承りたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 それではまた逐次、進捗状況については、次回の本部会等で御報告をさせていただきた

いと思います。 

 

（５）そ の 他 

 

○吉岡部会長 それではその他につきまして、せっかくの機会でございますので、委員の

皆様方から御意見、御要請がございましたらお願いをいたしたいと思いますが、いかがで

ございましょうか。 

 別段ないようでございますので、事務局から次回の部会の開催予定について御説明をお

願いいたします。 

○事務局（杉原） 本部会の次回の開催につきましては、今後、部会長初め委員の皆様方

の御都合をお聞きしながら、追って御連絡させていただきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○吉岡部会長 それではただいま説明がございましたように、皆様方の日程調整の上、改

めて委員の皆様方に御連絡をさせていただきたいと思いますので、よろしく御協力いただ

きますようにお願いをいたしたいと思います。 

 それではこれをもちまして、第 14 回日本海西部会を閉会させていただきたいと思います。

委員各位、臨席の皆様方におきましては、本部会の進行に当たり御協力いただきましたこ

とを、誠に厚くお礼を申し上げる次第でございます。 

 なお、議事録署名人の佐々木委員と宮本委員におかれましては、後日事務局のほうから

 



 

議事録が送付されますので、署名のほうをよろしくお願いいたしたいと思います。 

 本日は早朝から大変御苦労さまでございました。これをもちまして閉会させていただき

ます。ありがとうございました。 

 

閉     会 

 

 


